








インジアンモデル（以下3E モデル ; Three-Equation 
New Keynesian Model）の学部教育への段階的導入方
法を議論することである。マクロモデルの図解として































定した実質金利 r0と IS との交点で自然率 GDP（自然


















































そこで中央銀行が直面する PC 上の政策実行 B 点の
選択方法を考える。今，到達すべき長期均衡点 A’ か


































だけ A ’ に近い点に移動したい。と同時にインフレ
ギャップも GDP ギャップを同じウエイトで重要度を
考えるとするならば，選択した B 点は A’ からみて，
インフレギャップと GDP ギャップは同じ距離でなけ
ればならない。つまり y0y1の距離と π0π1の距離は同じ









































ため、当期の実質利子率は、PC と MR の交点から決
まる次期 y から決まることになる。
































総需要ショックが起こると IS から IS’ にシフトする。
一時的ショックの場合，IS は次期に元の位置に復帰
する。IS ’ では A から B に移動するから，GDP は
y1，インフレ率は π1となる。この期の均衡は r0，y1，
π1となる。
第1期には，B 点から C 点に移動する。ただし，イ




























































































































































































































































4）場合によって，MR ではなく MP（Monetary Policy）とし





























項目を設定している。（1）Scarcity, （2）Decision Making, （3）
Allocation, （4）Incentive, （5）Trade, （6）Spcialization, （7）
Markets and Prices, （80 Role of Prices, （9）Competition and 
market Structure, （10）Institutions, （11）Money and Inflation, 
（12）Interest Rates, （13）Income, （14）Entrepreneurship, （15）
Economic Growth, （16）Role of Government and Market 
Failure, （17）Government Failure, （18）Economic Fluctuation, 
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